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第 1 章 はじめに
近年，新製品の改廃のスピードが速くなっている。市場に導入された新製品
のうち，1年以上残存している商品の割合は低下傾向にある。流通経済研究所
の調査データによると，加工食品の新製品の残存率は 1999 年時点では 59.7％
であったが，2006 年では 54.7%に低下しており，同様に菓子類の残存率は










（清水 , 2013; Wind, Mahajan, and Cardozo, 1981）。例えば，テストマーケッ
トをもとにした需要予測（Blattberg and Golanty, 1978）や，商品の発売開始
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は最後に採用するグループである（Rogers, 1995; 河野・佐藤・辻村 , 2017）。
この理論を応用した需要予測や，需要予測モデルの提案が行われるように





















Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Dickerson and Gentry, 1983）。
2.2. イノベーターの判別に対する取り組み
イノベーターの特徴を分析した先行研究では，イノベーターを，特定製品を
多く所有している消費者（e.g. Dickerson and Gentry, 1983; Labay and Kinnear, 
1981），特定製品の採用時期が早い消費者（e.g. Rogers and Shoemaker, 1971; 
Summers, 1971），新製品の購入意向が高い消費者（e.g. Holak and Lehmann, 
1990）として捉えている。そして，消費者の製品採用は，個人の「イノベーター度」 
（Consumer Innovativeness），つまり「自身が属するコミュニティのメンバー
よりも早く新製品を採用する度合」（Rogers and Shoemaker, 1971）に基づく
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ている（e.g. Ostlund, 1974; McDonald, et al., 2003）。
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行やファッションに追いつけるような場としての価値」（Davis and Hodges, 
2012）を有している（高橋 , 2016）。このような小売業態を高頻度で利用する
219








第 3 章 データとモデル
3.1. 使用データ
本研究では，株式会社野村総合研究所 Insight Signal シングルソースデー
タ（2019 年）（以下，調査データ）を用いる。これは，消費者の年齢などのデ
モグラフィックスや，消費価値観，チャネル利用頻度に関する情報が含まれた
シングルソースデータであり，株式会社野村総合研究所が 2019 年 1 月 26 日～
3月 30 日に，関東地方（東京都，神奈川県，埼玉県，千葉県，茨城県，群馬県，
栃木県）に居住する 20 歳から 69 歳までの男女あわせて 3000 名に対して行っ
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は 167 名（6.321%），初期採用者は 980 名（37.09%）であった。また，追随者























頓着」は -0.137, 「他者模倣」は 0.135，「安全性非重視」は -0.016，「流行・デ











年に 1回程度，2=半年に 1～ 2回程度，3=月に 1～ 2回程度，4=週に 1回程度，
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（e.g. Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al., 1998）があ
る一方で，デモグラフィクスからイノベーターを判別することは困難であると






を 1～ 4の値をとる変数とした（1=20 代，2=30 代，3=40 代，4=50 代）。
集計すると，20 代の消費者 450 名（17.03%），30 代の消費者 696 名（26.34%），













先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









選択モデルの被説明 𝑦𝑦𝑖𝑖 者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kin ear, 1981; Martinez, et al. , 19 8 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 ) ベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)  …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
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3.2.4. 年齢  
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998)がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




調査データには，消費者 実年齢が含まれている。分析データでは，「年齢」を 1～ 4 の
値をとる変数とした (1=20 代， 2=30 代， 3=40 代， 4=50 代 )。  
集計すると，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代の消
費者 844 名 (31.95%)，50 代の消費者 652 名 (24.68%)となっており，20 代消費者のデータ
が少なかった。  
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費者 844 名 (31.95%)，50 代の消費者 652 名 (24.68%)となっており，20 代消費者のデータ
が少なかった。  







𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖は，次のような潜在変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗に対応しているとする。  




先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ 対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
𝑦𝑦𝑖𝑖および 𝑦𝑦𝑖𝑖∗には，  
  𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ⟺ 𝜅𝜅𝑗𝑗−1 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝑗𝑗                    …(2) 
という関係があり，潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗がとる値によって被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖の値が選択される。𝜅𝜅𝑗𝑗は閾値
である。式 (2)に式 (1)を代入すると，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 1 ⟺ 𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅1 ⟺ 𝜅𝜅0 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅1 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 2 ⟺ 𝜅𝜅1 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅2 ⟺ 𝜅𝜅1 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅2 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 3 ⟺ 𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅3 ⟺ 𝜅𝜅2 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅3 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 4 ⟺ 𝜅𝜅3 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅4 ⟺ 𝜅𝜅3 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅4 
となる。よって，4 個の選択肢からなる 𝑦𝑦𝑖𝑖を 𝑦𝑦𝑖𝑖∗で対応させるためには， 𝜅𝜅0 < 𝜅𝜅1 < 𝜅𝜅2 < 𝜅𝜅3 < 𝜅𝜅4
を決定する必要がある。誤差項 𝑢𝑢𝑖𝑖が正規分布に従うことから， 𝑦𝑦𝑖𝑖がある値をとる確率は，  
𝜋𝜋𝑖𝑖𝑗𝑗 = 𝑃𝑃(𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗|𝑥𝑥𝑖𝑖) = Φ(𝜅𝜅𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽) − Φ(𝜅𝜅𝑗𝑗−1 − 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽) 
と表すことができる。  
以上のような順序選択モデルを用いて，パラメーター 𝛽𝛽を推定する。  
 







推 定 の 結 果 ， 消 費 者 の 年 齢 は イ ノ ベ ー タ ー 度 に 有 意 な 影 響 を 及 ぼ し て い な か っ た
(𝛽𝛽 =0.038, se=0.029, p=0.061，有意水準 5％で棄却 )。よって，本研究の分析データのイノ
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
𝑦𝑦𝑖𝑖および 𝑦𝑦𝑖𝑖∗には，  
  𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ⟺ 𝜅𝜅𝑗𝑗−1 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝑗𝑗                    …(2) 
という関係があり，潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗がとる値によって被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖の値が選択され 𝜅𝜅𝑗𝑗
である。式 (2)に式 (1)を代入すると，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 1 ⟺ 𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅1 ⟺ 𝜅𝜅0 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅1 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 2 ⟺ 𝜅𝜅1 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅2 ⟺ 𝜅𝜅1 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅2 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 3 ⟺ 𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅3 ⟺ 𝜅𝜅2 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅3 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 4 ⟺ 𝜅𝜅3 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅4 ⟺ 𝜅𝜅3 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅4 
となる。よって，4 個の選択肢からなる 𝑦𝑦𝑖𝑖を 𝑦𝑦𝑖𝑖∗で対応させるためには， 𝜅𝜅0 < 𝜅𝜅1 < 𝜅𝜅2 < 𝜅𝜅3 < 𝜅𝜅4
を決定する必要がある。誤差項 𝑢𝑢𝑖𝑖が正規分布に従うことから， 𝑦𝑦𝑖𝑖がある値をとる確率は，  
𝜋𝜋𝑖𝑖𝑗𝑗 = 𝑃𝑃(𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗|𝑥𝑥𝑖𝑖) = Φ(𝜅𝜅𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽) − Φ(𝜅𝜅𝑗𝑗−1 − 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽) 
と表すことができる。  
以上のような順序選択モデルを用いて，パラメーター 𝛽𝛽を推定する。  
 







推 定 の 結 果 ， 消 費 者 の 年 齢 は イ ノ ベ ー タ ー 度 に 有 意 な 影 響 を 及 ぼ し て い な か っ た
(𝛽𝛽 =0.038, se=0.029, p=0.061，有意水準 5％で棄却 )。よって，本研究の分析データのイノ
なかたに印刷  担当者様  
 大変お世話になっております。論文の校正をお願いしております者です。  
 先日ご提出いたしました「初校修正稿」と「修正データ」に不一致がありま
した。具体的には，修正データとしてお渡ししたものに未修正箇所がありまし
た。ご迷惑 おかけし申し訳ありません。  
 本紙面下部に未修正であった部分を示しました。ご確認のうえ，修正を宜し
くお願い致します。  
 どうぞ宜しくお願い致します。  
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------- 
再校 p.227 の修正前の数式  
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 1 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅1 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅1 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅1 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅1 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 4 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅4 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅4 
 
再校 p.227 の修正後の数式  
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 1 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅1 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 < 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅1 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 < 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 < 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 






𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖および 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗には，  
  𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗                      …(2) 
という関係があり，潜在変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗がとる値によって被説明変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖の値が選択される。𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗は閾値
である。式 (2)に式 (1)を代入すると，  
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 1 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 4 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅4 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅4 
となる。このとき，𝜅𝜅𝜅𝜅0 = −∞， 𝜅𝜅𝜅𝜅4 = ∞ る。つまり，4 個の選択肢からなる 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖を 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗で対応さ
せるためには， 𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝜅𝜅𝜅𝜅4を決定する必要がある。  





をもつロジスティック分布に従うことから， 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖がある値 𝑗𝑗𝑗𝑗をとる確率は，  
𝜋𝜋𝜋𝜋𝑖𝑖𝑖𝑖𝑗𝑗𝑗𝑗 = 𝑃𝑃𝑃𝑃(𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗|𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖) = 𝛬𝛬𝛬𝛬𝛬𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽𝛽 − 𝛬𝛬𝛬𝛬𝛬𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽𝛽 
と表すことができる。  
以上のような順序ロジットモデルを用いて，閾値 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗とパラメーター 𝛽𝛽𝛽𝛽を推定する。  
 
第 4 章  分析結果と考察  
順序ロジットモデルを用いて，年齢と製品選択様式，チャネル利用様式が消費者のイノ
ベーター度に及ぼす影響を推定した。  
4.1. 年齢がイノベーター度に及ぼす影響  
まず，分析データにおいて，イノベーターの特徴をデモグラフィクスで捉えることがで
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )があ 一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に 応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
𝑦𝑦𝑖𝑖および 𝑦𝑦𝑖𝑖∗には，  
  𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ⟺ 𝜅𝜅𝑗𝑗−1 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝑗𝑗                    …(2) 
という関係があり，潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗がとる値によって被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖の値が選択される。𝜅𝜅𝑗𝑗は閾値
である。式 (2)に式 (1)を代入すると，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 1 ⟺ 𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅1 ⟺ 𝜅𝜅0 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅1 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 2 ⟺ 𝜅𝜅1 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅2 ⟺ 𝜅𝜅1 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅2 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 3 ⟺ 𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅3 ⟺ 𝜅𝜅2 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅3 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 4 ⟺ 𝜅𝜅3 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅4 ⟺ 𝜅𝜅3 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅4 
となる。よって，4 個の選択肢からなる 𝑦𝑦𝑖𝑖を 𝑦𝑦𝑖𝑖∗で対応させるためには， 𝜅𝜅0 < 𝜅𝜅1 < 𝜅𝜅2 < 𝜅𝜅3 < 𝜅𝜅4
を決定する必要がある。誤差項 𝑢𝑢𝑖𝑖が正規分布に従うことから， 𝑦𝑦𝑖𝑖がある値をとる確率は，  
𝜋𝜋𝑖𝑖𝑗𝑗 = 𝑃𝑃(𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗|𝑥𝑥𝑖𝑖) = Φ(𝜅𝜅𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽) − Φ(𝜅𝜅𝑗𝑗−1 − 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽) 
と表すことができる。  
以上のような順序選択モデルを用いて，パラメーター 𝛽𝛽を推定する。  
 







推 定 の 結 果 ， 消 費 者 の 年 齢 は イ ノ ベ ー タ ー 度 に 有 意 な 影 響 を 及 ぼ し て い な か っ た




先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998)がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




調査データには，消費者の実年齢が含まれている。分析データでは，「年齢」を 1～ 4 の
値をとる変数とした (1=20 代， 2=30 代， 3=40 代， 4=50 代 )。  
集計すると，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代の消
費者 844 名 (31.95%)，50 代の消費者 652 名 (24.68%)となっており，20 代消費者の ータ
が少なかった。  





順序ロジットモデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖𝑖𝑖(𝑖𝑖𝑖𝑖=1,2,…,2642 のイノベーター度である。
そのため，  
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗 ，   𝑗𝑗𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 ，次のような潜在変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗に対応しているとする。  






𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖および 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗には，  
  𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗                      …(2) 
という関係があり，潜在変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗がとる値によって被説明変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖の値が選択される。𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗は閾値
である。式 (2)に式 (1)を代入すると，  
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 1 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 4  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅4  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅4 
となる。このとき，𝜅𝜅𝜅𝜅0 = −∞， 𝜅𝜅𝜅𝜅4 = ∞である。つまり，4 個の選択肢からなる 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖を 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗で対応さ
せるためには， 𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝜅𝜅𝜅𝜅4を決定する必要がある。  





をもつロジスティック分布に従うことから， 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖がある値 𝑗𝑗𝑗𝑗をとる確率は，  
𝜋𝜋𝜋𝜋𝑖𝑖𝑖𝑖𝑗𝑗𝑗𝑗 = 𝑃𝑃𝑃𝑃(𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗|𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖) = 𝛬𝛬𝛬𝛬𝛬𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽𝛽 − 𝛬𝛬𝛬𝛬𝛬𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽𝛽 
と表すことができる。  
以上のような順序ロジットモデルを用いて，閾値 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗とパラメーター 𝛽𝛽𝛽𝛽を推定する。  
 






先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは 20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す




𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖および 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗には，  
  𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗                      …(2) 
という関係があり，潜在変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗がと 値によって被説明変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖の値が選択される。𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗は閾値
である。式 (2)に式 (1)を代入すると，  
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 1 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 4 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅4 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅4 
となる。このとき，𝜅𝜅𝜅𝜅0 = −∞， 𝜅𝜅𝜅𝜅4 = ∞である。つまり，4 個の選択肢からなる 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖を 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗で対応さ
せるためには， 𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝜅𝜅𝜅𝜅4を決定する必要がある。  





をもつロジスティック分布に従うことから， 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖があ 𝑗𝑗𝑗𝑗 る確率は，  
𝜋𝜋𝜋𝜋𝑖𝑖𝑖𝑖𝑗𝑗𝑗𝑗 = 𝑃𝑃𝑃𝑃(𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗|𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖) = 𝛬𝛬𝛬𝛬𝛬𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽𝛽 − 𝛬𝛬𝛬𝛬𝛬𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽𝛽 
と表すことができる。  
以上のような順序ロジットモデルを用いて，閾値 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗とパラメーター 𝛽𝛽𝛽𝛽を推定する。  
 
第 4 章  分析結果と考察  
順序ロジットモデルを用いて，年齢と製品選択様式，チャネル利用様式が消費者のイノ
ベーター度に及ぼす影響を推定した。  




𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖および 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗には，  
  𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗                      …(2) 
という関係があり，潜在変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗がとる値によって被説明変数 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖の値が選択される。𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗は閾値
である。式 (2)に式 (1)を代入すると，  
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 1 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 
𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 4 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝜅𝜅4 ⟺  𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽 + 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖 < 𝜅𝜅𝜅𝜅4 
となる。このとき，𝜅𝜅𝜅𝜅0 = −∞， 𝜅𝜅𝜅𝜅4 = ∞である。つまり，4 個の選択肢からなる 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖を 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖∗で対応さ
せるためには 𝜅𝜅𝜅𝜅0 < 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗 < 𝜅𝜅𝜅𝜅2 < 𝜅𝜅𝜅𝜅3 < 𝜅𝜅𝜅𝜅4を決定する必要がある。  
誤差項 𝜀𝜀𝜀𝜀𝑖𝑖𝑖𝑖が分布関数  
𝛬𝛬𝛬𝛬(𝑥𝑥𝑥𝑥) =
exp(𝑥𝑥𝑥𝑥)
1 + exp(𝑥𝑥𝑥𝑥) 
をもつロジスティック分布に従うことから， 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖がある値 𝑗𝑗𝑗𝑗をとる確率は，  
𝜋𝜋𝜋𝜋𝑖𝑖𝑖𝑖𝑗𝑗𝑗𝑗 = 𝑃𝑃𝑃𝑃(𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝑗𝑗𝑗𝑗|𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖) = 𝛬𝛬𝛬𝛬𝛬𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽𝛽 − 𝛬𝛬𝛬𝛬𝛬𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽𝛽 
と表すことができる。  
以上のような順序ロジットモデルを用いて，閾値 𝜅𝜅𝜅𝜅𝑗𝑗𝑗𝑗とパラメーター 𝛽𝛽𝛽𝛽を推定する。  
 
第 4 章  分析結果と考察  
順序ロジットモデルを用いて，年齢と製品選択様式，チャネル利用様式が消費者のイノ
ベーター度に及ぼす影響を推定した。  
4.1. 年齢がイノベーター度に及ぼす影響  
まず，分析データにおい ，イノベーターの特徴をデモグラフィクスで捉えることがで
𝑦𝑦𝑖𝑖および 𝑦𝑦𝑖𝑖∗には，  
  𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ⟺ 𝜅𝜅𝑗𝑗−1 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅𝑗𝑗                    …(2) 
という関係があり，潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗がとる値によって被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖の値が選択される。𝜅𝜅𝑗𝑗は閾値
である。式 (2)に式 (1)を代入すると，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 1 ⟺ 𝜅𝜅0 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅1 ⟺ 𝜅𝜅0 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅1 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 2 ⟺ 𝜅𝜅1 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅2 ⟺ 𝜅𝜅1 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅2 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 3 ⟺ 𝜅𝜅2 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅3 ⟺ 𝜅𝜅2 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅3 
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 4 ⟺ 𝜅𝜅3 < 𝑦𝑦𝑖𝑖∗ < 𝜅𝜅4 ⟺ 𝜅𝜅3 < 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖 < 𝜅𝜅4 
となる。よって，4 個の選択肢からなる 𝑦𝑦𝑖𝑖を 𝑦𝑦𝑖𝑖∗で対応させるためには， 𝜅𝜅0 < 𝜅𝜅1 < 𝜅𝜅2 < 𝜅𝜅3 < 𝜅𝜅4
を決定する必要がある。誤差項 𝑢𝑢𝑖𝑖が正規分布に従うことから， 𝑦𝑦𝑖𝑖がある値をとる確率は，  
𝜋𝜋𝑖𝑖𝑗𝑗 = 𝑃𝑃(𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗|𝑥𝑥𝑖𝑖) = Φ(𝜅𝜅𝑗𝑗 − 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽) − Φ(𝜅𝜅𝑗𝑗−1 − 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽) 
と表すことができる。  
以上のような順序選択モデルを用いて，パラメーター 𝛽𝛽を推定する。  
 







推 定 の 結 果 ， 消 費 者 の 年 齢 は イ ノ ベ ー タ ー 度 に 有 意 な 影 響 を 及 ぼ し て い な か っ た
(𝛽𝛽 =0.038, se=0.029, p=0.061，有意水準 5％で棄却 )。よって，本研究の分析データのイノ
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
227




















な影響を及ぼしていない （無頓着： =-0.117, SE=0.090, p=0.194，他者模倣：
 =0.245, SE=0.136, p=0.071，安全性非重視： =0.007, SE=0.162, p=0.964，流行・







先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
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ぼしており（品揃えの幅が狭い小売業： =-0.327, SE=0.082, p<0.000, 時間的・
空間的利便性が高い小売業： =-0.965, SE=0.124, p<0.000，有意水準 5％で有
意），「品揃えの幅が広い小売業の高頻度利用」は有意に正の影響を及ぼしてい
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び限界確率効果を表 4 に示した。  
4.3.1. 推定結果  
まず，単純効果に関してみ と，「従来型通信販売の低頻度利用」はイノベーター度に有




に 有 意 に 負 の 影 響 を 及 ぼ し て お り ( 品 揃 え の 幅 が 狭 い 小 売 業 ： 𝛽𝛽𝛽𝛽=-0.327, 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆=0.082, 
𝑝𝑝𝑝𝑝<0.000, 時間的・空間的利便性が高い小売業： 𝛽𝛽𝛽𝛽=-0.965, 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆=0.124, 𝑝𝑝𝑝𝑝<0.000，有意水準
5％で有意 )，「品揃えの幅が広い小売業 高頻度利用」は有意に正の影響を及ぼしている













度は向上することが示された。   
表 4 順序ロジットモデルの推定結果と限界確率効果の算出結果  
（チャネル利用様式）  
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の影響を及ぼしている（ =1.070, SE=0.313, p<0.000，有意水準 5％で有意）。
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第 5 章  追加分析  
5.1. 追加分析のデータ  
 先の分析データにおけるイノベーター度が「 3」である消費者 (初期採用者：少し様子を
みてから，新しい商品やサービスを利用したり，新しいお店に行くほうである )と，「 4」で
ある消費者 (イノベーター :人よりも先に新しい商品やサービスを利用したり，新しいお店
に行くほうである )のデータを取り出した。  
そして，新たにイノベーター度の変数を設定した。これは，イノベーターと初期採用者
のうち，イノベーター度がより高い方に 1 を振り当てた 2 値変数  (0=初期採用者，1=イノ
ベーター )である。この 2 値変数を被説明変数，製品選択様式，チャネル利用様式を説明変
数として，二項ロジットモデ (式 (3))を推定する。  
𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑖𝑖𝑖𝑖𝑙𝑙𝑙𝑙(𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖) = 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′𝛽𝛽𝛽𝛽𝑖𝑖𝑖𝑖  ,          𝑖𝑖𝑖𝑖 = 1, 2, … ,2642            . .. (3) 
式 (3)の 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖は被説明変数， 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′は説明変数のベクトル， 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑖𝑖𝑖𝑖はパラメーターである。  
5.2. 追加分析の結果  
5.2.1. イノベーターと初期採用者の製品選択様式の違い  
まず，製品選択様式に関して二項ロジスティック回帰分析を行い，イノベーターと初期
採用者の間にどのような違いがあるのかを検証した。推定結果を表 5 に示した。  
推定結果をみると，「流行・デザイン性重視」がイノベーター度に有意に正の影響を及ぼ
している (𝛽𝛽𝛽𝛽 =1.070, 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆=0.313, 𝑝𝑝𝑝𝑝 <0.000，有意水準 5％で有意 )。その他の変数は有意な影
響 を 及 ぼ し て い な い ( 無 頓 着 ： 𝛽𝛽𝛽𝛽 =0.401, 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆=0.220, 𝑝𝑝𝑝𝑝=0.068 ， 他 者 模 倣 ： 𝛽𝛽𝛽𝛽 = -0.556, 
𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆=0.362, 𝑝𝑝𝑝𝑝=0.125，安全性非重視：𝛽𝛽𝛽𝛽 =-0.312, 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆=0.353, 𝑝𝑝𝑝𝑝=0.377，価値重視：𝛽𝛽𝛽𝛽 =0.339, 
𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆=0.207, 𝑝𝑝𝑝𝑝=0.101，有意水準 5％で棄却 )。よって，イノベーターの方が初期採用者より
も「流行・デザイン性重視」の選択様式のもとで製品を購入していることが示された。  
交互作用に関してみると，「無頓着」「他者模倣」の交互作用 (以下，「無頓着・他者模倣」
と表す )はイノベーター度に有意に正の影響を及ぼしている (𝛽𝛽𝛽𝛽 =1.069, 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆=0.500, 𝑝𝑝𝑝𝑝=0.033，
有意水準 5％で有意 )。そのほかの交互作用は有意な影響を及ぼしていない (表 5 を参照 )。
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖 消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′ 明変数 ベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す



















に行くほうであるである )のデータを取り出した。  
そして，新たにイノベーター度の変数を設定した。これは，イノベーターと初期採用者
のうち，イノベーター度がより高い方に 1 を振り当てた 2 値変数  (0=初期採用者，1=イノ
ベーター )である。この 2 値変数を被説明変数，製品選択様式，チャネル利用様式を説明変
数として，二項ロジットモデル (式 (3))を推定する。  
𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙(𝑦𝑦𝑖𝑖) = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽𝑖𝑖 ,          𝑙𝑙 = 1, 2, … , 𝐼𝐼     . .. (3) 
式 (3)の 𝑦𝑦𝑖𝑖は被説明変数， 𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトル， 𝛽𝛽𝑖𝑖 ラメーターである。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
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－237 （     ）－
その他の変数は有意な影響を及ぼしていない（無頓着： =0.401, SE=0.220, 
p=0.068，他者模倣： =-0.556, SE=0.362, p=0.125，安全性非重視： =-0.312, 












先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; L bay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17. 3%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデル 被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
年齢
先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数 ベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
表 6　二項ロジットモデルの推定結果（チャネル利用様式）
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先 行 研 究 に は ， イ ノ ベ ー タ ー の 特 性 を デ モ グ ラ フ ィ ク ス で 言 及 し て い る 研 究 (e.g. 
Summers, 1971; Labay and Kinnear, 1981; Martinez, et al. , 1998 )がある一方で，デモ
グ ラ フ ィ ク ス か ら イ ノ ベ ー タ ー を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 す る 研 究 (e.g. 




分析データでは，20 代の消費者 450 名 (17.03%)，30 代の消費者 696 名 (26.34%)，40 代









順序選択モデルの被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は消費者 𝑖𝑖(𝑖𝑖=1,2,…,2642 )のイノベーター度である。その
ため，  
𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝑗𝑗 ，  𝑗𝑗 =1,2,3,4 
である。この被説明変数 𝑦𝑦𝑖𝑖は，次のような連続潜在変数 𝑦𝑦𝑖𝑖∗に対応しているとする。  
𝑦𝑦𝑖𝑖∗ = 𝑥𝑥𝑖𝑖′𝛽𝛽 + 𝑢𝑢𝑖𝑖  ， 𝑢𝑢𝑖𝑖~𝑁𝑁(0, 1)                …(1) 
𝑥𝑥𝑖𝑖′は説明変数のベクトルであり，消費者 𝑖𝑖のデモグラフィクスもくしは購買行動様式に関す
る変数のベクトルである。 𝛽𝛽はそのパラメーターで， 𝑢𝑢𝑖𝑖は正規分布に従う誤差項である。  
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能性を指摘した。消費者の“常に変化が欲しい” という個人の変化欲求 （Hurt, 
Joseph, and Cook, 1977）や，“新しいものが好き”という新奇性や創造性の
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